
九州地方整備局

○水防災意識社会再構築ビジョンの取組として、教員を目指す長崎大学教育学部学生に
対して防災講座を開始。今後、長崎地方気象台と連携して全４回シリーズで開催予定。

○学生に防災・減災に関する知見・知識等を身につけてもらうことで、教職に就いた際に、
自然災害から命を守る術を子供達に伝え育ててもらうことを目的に実施。

【学生の感想】

・「今後に向けて非常にためになる授業で、将来、教師
になって大きな災害に遭遇した時は、状況に応じて
対応しないといけないと感じた」

・「４月の熊本地震で自然災害の怖さが身に染みた。
子供たちがパニックにならないよう、冷静に避難させ
ることができる先生になりたい」

教員を志す大学２年生を対象に防災講座を開催

【講座内容】
＜第１回 H28.11.7＞
・「気象・地震情報について」

＜第２回＞
・「水防災について」 ・「火山防災について」

＜第３回＞
・「防災マップづくり（現場）」

＜第４回＞
・「成果発表」

※長崎河川国道事務所、雲仙復興事務所
長崎地方気象台と協力して実施

ビジョン取組事例（教員を目指す大学生への防災講座）


